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第１回障害児支援の見直しに関する検討会

平成20年3月18日（火） 参考資料
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児童デイサービスの施設数及び利用児童数について児童デイサービスの施設数及び利用児童数について
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障害児施設の利用者の年齢構成について障害児施設の利用者の年齢構成について((通所）通所）
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0％0％
100％
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通園施設
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障害児施設の利用者の年齢構成について（入所）障害児施設の利用者の年齢構成について（入所）

8.9%（242名）59.9%（1,634名）31.3%（854名）肢体不自由児施設

46.8%（111名）43.5%（103名）9.7%（23名）肢体不自由児療護施設

87.1%（9,765名）10.1%（1,131名）2.8%（319名）重症心身障害児施設

6.7%（11名）81.2%（134名）12.1%（20名）ろうあ児施設

13.1%（18名）81.0%（111名）5.8%（8名）盲児施設

29.4%（69名）67.2%(158名）3.4%（8名）自閉症児施設

40.1%（3,929名）56.8%（5,568名）3.2%（311名）知的障害児施設

加齢児

（18歳以上）

学齢期・青年期

（7歳～17歳）

乳幼児

（0歳～6歳）

〈社会福祉施設等調査報告（Ｈ１８．１０．１現在）〉
6



7

【実施か所数】
平成１８年度の障害児保育の実施か所数は7,130か所で、前年から135か所（1.9％）の増。

【対象児童数】
平成１８年度の障害児保育対象児童数は10,670人で前年から68人（0.6％）の増。

10,670

10,602

受入れ児童数（人）

（+68）

（+174）

０．５３％

０．５３％

全利用児童数
に占める割合

３１．４％

３１．０％

全保育所数に
占める割合

（+135）7,130平成１８年度

（-205）6,995平成１７年度

実施か所数
※（ ）は対前年度増減数
※全保育所数、全利用児童数に占める割合

の欄は、各年４月１日 現在の全保育所数、
全利用児童数を使用し、算定。

障害児保育の実施状況について障害児保育の実施状況について
障害児保育の実施状況推移
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その他
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 18%
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通園施設 障害児通園事業 保育所 幼稚園 自宅 その他

在宅障害児（就学前）の日中活動の場の状況

＜身体障害児＞ ＜知的障害児＞

（出典）身体障害児：平成１３年身体障害児・者実態調査、知的障害児：平成１７年知的障害児（者）数実態調査

○ 在宅で暮らす障害児（就学前）の日中活動の場をみると、身体障害児については、保育所や幼稚園
といった一般施策での受入れが約半数（４７％）に及んでいる一方、知的障害児については、通園施設
などの特定施策を利用している割合が３割程度（３２％）を占めている。
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在宅障害児（就学前）が利用する福祉サービスの推移

○ 知的障害児通園施設は緩やかに上昇しているものの、身体障害児が利用する通園施設はほぼ横ばいの
状態。

○ 通園３施設合計の児童数と障害児保育の児童数との差が徐々に縮まっているほか、児童デイサービスの
伸びが著しく、身近な地域においてサービスを利用するニーズが大きくなっている身近な地域においてサービスを利用するニーズが大きくなっていると考えられる。

（出典）社会福祉施設等調査 等

（注）児童デイサービスは、児童デイサービス利用者数に０～６歳の利用者の割合（約70％;障害児に対するサービスの提供実態に関する調査研究（財団法人こども未来財団））を乗じたもの。
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（平成８年＝１００）

（出典）社会福祉施設等調査等

（注）通園３施設は、知的障害児通園施設、肢体不自由児通園施設、難聴幼児通園施設。

通園３施設

障害児保育

障害児保育の利用者数は通園３施設の約２倍約２倍の伸び（過去１１年間）



〈放課後児童クラブの概要〉

児童福祉法第６条の２第２項の規定に基づき、保護者が労働等により、昼間家庭にいない
小学校に修学しているおおむね１０歳未満の児童に対し、授業の終了後に児童厚生施設等を
利用して適切な遊び及び生活の場を与えて、その健全な育成を図るもの。

放課後児童クラブにおける障害児の受入れ状況
（か所数・利用児童数）

受入れに対する経費の補助 〈障害児受入推進事業〉

放課後児童クラブにおける障害児の受入推進を図るため、障害児対応の指導員を各クラブに配
置するための経費。（平成２０年度予算（案）１クラブ当たり年額1,421,000円）

〈厚生労働省雇用均等・児童家庭局育成環境課調べ〉

4,063か所
（29.7%）

4,471か所
（30.9%）

5,087か所
（33.5%）

5,870か所
（37.0%）

6,538か所
（39.2%）

9,289人
［1.6%］

10,979人
［1.7%］

12,656人
［1.8%］

14,409人
［1.9%］

平成１５年　 平成１６年 平成１７年 平成１８年 平成１９年

（単位：か所、人）

障害児受入れクラブ数

障害児数

（注） （ ）内は、全クラブ数に占める割合、［ ］内は全登録児童数に占める割合である。
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